
令和６年度 学校自己評価システムシート （学校法人狭山ヶ丘学園 狭山ヶ丘高等学校） 
 

 
   目指す学校像 

 

充実した高校生活を確立し、部活動の充実発展を図りながら、
学力向上と希望進路の実現を目指す。 

  
 
 
 
重 点 目 標 

 
１ 大学合格実績の伸長 

 ２ 教科指導の徹底と学力向上 
  ３ 充実した高校生活の確立と部活動の活性化 
  ４ 基本的生活習慣の構築 
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学校関係者からの意見・要望・評価等 
 
 １ 
 
 
 

・全校生徒のさらなる学力向上
を目指し、授業の充実はもち
ろん、朝ゼミ、放課後ゼミ等
を広く展開している。コロナ
禍の影響からも解放されて、
生徒は上位層の大学進学を目
指して日々学びを究めている
が、最上位大学への志望につ
いてはやや減少傾向にある。 

・希望進路実現への
強いこだわり。 

・最後まで諦めさせ
ない進学指導。 

・補習、講習への参
加人数の動向。 

・模擬試験、実力テ
スト等の偏差値の
動向。 

・各学年ごとの全体指導や進路
ガイダンスの際、自己の可能
性を信じ、上位校を目指すよ
う積極的に指導をする。 

・ホームルームだけでなく、各
種ガイダンスに加えてgoogle 

classroom等を通して、適宜、
必要な情報、有益な情報、最
新の情報を生徒に伝える。 

・上位大学を目標とす
る生徒数。 

・模擬試験、実力テス
ト等において実力が
高まった生徒数。 

・早い時期に目標大学
を決め、その意志を
貫き、それを実現さ
せる生徒数。 

・東京大学への受験にも果
敢に挑み、医学部にも合
格する等、相当の実力を
有する生徒が多い。最難
関大学への合格者数は比
率としては、ほぼ例年並
みである。難関私立大学
の受験者数、合格者数は
前年度をやや下回った。 

 

  
   
 
 
 Ｂ 

・夢の実現に対する目的
意識をより早い時期に確
立させ、高い目標を持ち
続けることの重要性を認
識させる。 
・中間層から下位層の成 
績をレベルアップさせる 
必要がある。 
 

いつも身近なところにいる教員からの一 

言には相当の影響力がある。世代交代を 

経て、全体的に教員が若返っていること 

はプラス面もあるが、指導が不統一とな 

る面もある。信頼関係のある、教員から 

のもう一押しが大きな力となる。生徒た 

ちが、果敢に行動に移す勇気を与え続け 

てほしい。 

 
 ２ 

・「思考力・判断力・表現力」
の養成をさらに強化している
一方、生徒の表現力には実力
差があり、各生徒の理解度を
的確に掌握することは容易で
はない。 

・生徒の学習姿勢については、
やや受け身なところがあり、
自己の課題探究の熱量に欠け
る部分がある。 

・授業中の学ぶ姿勢
に着目した適切な
助言、指導。 

・小テストや課題レ
ポートを使った、
理解度の計測。 

・生徒の自学自習に
向かう姿勢。 

・生徒の理解度について、定期
的に小テストを実施すること
によって掌握する。 

・課題レポートなどを利用しな
がら、生徒の表現力の向上に
努める。 

・特別自習室や生徒ホールを積
極的、有効的に活用し、いつ
でもどこでも学習できるよう
な集中力を確立させる。 

・外からの働きかけが
なくても、自学自習
をするようになった
かどうか。 

・小テストやレポート
課題を通して、知識
面にも高い関心をも
ったか。 

・生徒の実力が向上し
たかどうか。 

・生徒は各自、高い目的意
識を持ち、集中して授業
を受けている。 

・多くの生徒が特別自習室
を活用して夜遅くまで自
学自習に励んでいる。 

・「表現力」の部分につい
てはいまだ開発途上であ
るが、さらに伸ばしてい
く必要性がある。 

 
 
 
 
 
Ｂ 

・各教科ともにグループ
ワークや対話的な授業
展開を通じて、生徒の
表現力のさらなる向上
に努める。 

・定期考査における論述
問題の出題数を増やし
たり、レポート課題に
工夫を凝らしたりする
など取組を継続する。 

 

 学歴社会の終焉を迎えている兆しも皆無 

ではないが、依然として、就職に強い高 

偏差値の大学がある一方で、弱い大学も 

あるのが事実である。偏差値の高い大学 

を目指すことの意義を提示するだけでな 

く、オープンキャンパスへの参加、ОＢ 

ОＧの講演会の開催、各大学別の資料コ 

ーナーの設置等を通して子どもたちの心 

に響く進路指導を継続してほしい。 

 

 

 
 ３ 

・部活動への加入状況は全体と
しては高い状況を維持してい
るが、コロナ禍において十分
な勧誘活動が行えず、加入率
がやや低下し、その回復には
時間がかかっている。 

・部活動の一層の活性化を目指
し、学習との両立をより重視
していく必要がある。 

・試合や大会、発表
会の結果。 

・活動報告の回数と
その内容。 

・体育祭や文化祭等
における活動の充
実度。 

・部活動に全校生徒が参加でき
るよう積極的に呼び掛ける。 

・活動内容の拡大や活動時間に
関する工夫をする。 

・練習の日程や時間、その内容
を見直し、効率の良い練習メ
ニューを考え、学習との両立
をはかる。 

・部活動への参加人数
が増加したか。 

・活発に活動している
クラブが増えたか。 

・県大会、関東大会、
全国大会、インター
ハイへの出場がかな
ったか。 

 

・部活動顧問会にて生徒の
参加状況等を的確に把握
し、その活性化をはかっ
た。 

・各クラス担任は、面談等
を通じ、学業と部活動と
の両立のための適切なア
ドバイスをした。 

 

 
 
 
 
 Ａ 

・部活動への勧誘活動に
ついて、多くの生徒の
参加意欲を高められる
ような工夫をする。 

・短時間で効果的な部活
動の運営を模索し、学
業と部活動との両立を
確立させる。 

新入生にとっては、まだ高校生活に慣れ

ないうちに、部活動への参加が始まる。

狭山ヶ丘は学業一辺倒のイメージも強い

が、先輩と後輩の距離感が近く、穏やか

な上下関係の中で、良いスタートを切る

ことができる。時にＯＢＯＧが練習にも

参加してくれ、大学への関心も高まる。 

 

 
 ４ 

・基本的生活習慣は、概ね、確
立されており、欠席者、遅刻
者、早退者は極めて少ない。 

・挨拶がしっかりできる生徒も
相当数いるが、十分ではない
生徒の存在もある。 

・周囲の状況を弁えた行動がと
れない生徒が若干名いる。 

・挨拶の励行。 
・その場の状況を的
確にとらえた行動
がとれる。 

・校則を遵守する。 
・自転車の適切、安
全な乗車。 

・全教職員で、日頃から、常に
生徒の生活を見守る。 

・事前に十分指導、説得するこ
とに重点を置き、その上で、
数少ない校則を確実に守らせ
る。 

・各担任による朝と帰りのＨＲ
時の指導を温かく行う。 

・もともと多くはない
が、校則違反者がど
の程度減ったか。 

・校内全体で温かい挨
拶が交わされている
か。 

・特に高い実績をあげてい
る部活動加入生の挨拶は
しっかりできている。 

・一部の生徒ではあるが、
自転車や歩行者の交通マ
ナーについての苦情が時
より寄せられている。 

 

 
 
 
 
 Ａ 

・ＨＲ時の担任指導や学
年集会を含め、あらゆ
る機会を活かして、マ
ナーの徹底を図ってい
く。 

・交通マナー指導につい
ては登校指導の指導を
より充実させる。 

自転車運転中の携帯電話使用等に起因す 

る交通事故が増加傾向であることから、 

交通事故を抑止するため新しく罰則規定 

が整備された。学校周辺での日々の指導 

は大変ありがたいが、この習慣が定着し 

て、自宅周辺や街中でも活かされるよう 

厳しくも温かい指導を継続してほしい。 

 

 

達 

成 

度 

A ほぼ達成(8 割以上) 

B 概ね達成(6 割以上) 

C 変化の兆し(4 割以上) 

D 不十分(4 割未満) 

 

出席者 学校関係者   １８名  

生徒         ０名 

事務局（教職員） ５   名  

 


